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■ 各種検査データについて

■ 製造・発売元 ■

有限会社エフ・エフ・シー

■ 吸水膨張剤(高吸水性ポリマー)
　 の試験データ

■ 段ボールケース

■ SEB袋の仕様

gk01約 ： さ重　mm)高(08×)縦(005×)横(057 ： ズイサ 

● 外袋／麻(縫製／糸かけ幅12mm・ダブル縫い) ● 内袋／綿100％ 
● 持運びやロープ止めに便利な手持ちバンド2箇所(意匠登録 第1249384号)
● 内容物／ 吸水膨張剤(高吸水性ポリマー)
　 吸水膨張剤(高吸水性ポリマー)は紙おむつや土壌改良材等に使用され､
　 砂漠の緑化計画のような地球的規模のプロジェクトにも大きな効果が期待されている無公害な物質です。
● 吸水前のサイズと重さ／720(横)×490(縦)×10(厚)mm／重さ0.8kg
● 吸水後のサイズと重さ／735(横)×490(縦)×150(厚)mm／重さ30kg

■ 吸水膨張時間

■ 取扱注意事項

■ 保管上の注意事項

■ 使用後の処理方法
　 と注意事項　　

● 物質の特定／単一製品　● 混合物の区別／単一製品
● 化学名／アクリル酸重化合物部分メトリウム塩　● 成分及び含有量／93％以上
● 官報公示整理番号／(化審法)6-1729・(安衛法)9-444・CASNo.54843-66-2
● 国連分類／国連の基準で評価して危険物に該当しない｡

● 本製品は淡水専用ですので海水等は使用出来ません。
● 膨らんだ袋の上には乗らないようにしてください。
● 本来の目的と異なる用途で使用しないでください。
● 吸水後に万一吸水膨張剤が袋より流出した場合は、滑りやすくなりますのでご注意ください。
● 吸水膨張剤が目に入った場合、直ちに大量の水で5分間以上、洗眼してください。
　 異常が残る様であれば医師の処置を受けてください。
● 吸水膨張剤が皮膚に付着した場合は清浄な水でよく洗い流してください。
● 吸水膨張剤を吸入した場合は、鼻をかんで、うがいをしてください。
● 吸水膨張剤を飲み込んだ場合は、無理に吐かせず、速やかに医師の診断を受けてください。

● 湿気がなく日光の当らない、屋内の冷暗場所に保管してください。　
● スノコ等で地面との間に隙間を取ってください。
● 積み上げて保管する場合は、段ボールケースは5段までにしてください。
● 段ボールケースは、破損すると湿気が入るので粗雑に取扱わない様にしてください。

● 使用後は約20日ほど放置しておきますと縮んで固形化しますので、
　 そのまま一般ゴミとして処分できます。

）いさだく心安ごでのすで害無は剤張膨水吸の中の袋（ 　

■ 名　称

1～3分(水温等諸条件により時間は多少異なります)

セーフティエコバッグSEB(意匠登録 第1249384号)

下記検査機関による検査結果においても無公害であることが立証されています。
● ダイオキシン類測定燃焼試験／鋼管計測(株)環境エネルギー事業部　環境技術部・試験グループ
● 吸水膨張剤の検査(ミネラル濃度の測定)／日本大学 生物資源科学部 農芸化学化 食品科学研究室

〒803-0811 福岡県北九州市小倉北区大門2-3-8 ビブレ西小倉A館3階301号

携帯 ： 山内 洋助 090-4517-2671 2916-385-390 ： 用専XAF

カタログ記載内容／2011年4月現在 　本カタログに記載しております内容は予告なく変更される場合があります。


